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行政や民間でＧＩＳ導入が進みつつある中、内業においてはデジタル化が進行しています。しかしながら、
外業においては未だにアナログ手法が目立っているのが現状です。 
 
確かに、イスに座って作業をする内業と異なり、 
・外での作業時間の制限 
・その日の気象条件 
・立って作業を行わなければならない 
など厳しい制限と環境の中で行わなければならない業務と言えます。 
 
このような中ＧＩＳ技術を駆使して、様様な現場システムが開発されてきていますが、 
・コンピュータが防水・防塵でないので結局気象条件に影響される 
・内業用に作られたソフトを、立って外で操作するのは困難 
・現場は数が勝負だが、複数台導入するには高価すぎる 
・地図のベクトル化に多額の費用と時間がかかる 
と言った声が多く聞かれます． 
 
今、現場で求めているものは、ＧＩＳと直結したシステムではなく、『誰にでも利用できる紙を使わないシ
ステム』と位置付けました． 
 『オペレーターの成長と共に段階を追ってシステムも成長させる』 
人がシステムに合わせるのではなく、システムを人（業務）に合わせる事を実現しました。 
 
まず、簡単な今の業務からデジタル化を始めませんか！ 

開発コンセプト 
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各種パトロールや調査業務を例に取ってみますと、現在、台帳作成後、維持管理にて利用する目的に
おいて、１路線分をすべてコピーし、そのコピー紙を保管しパトロール時に車に持ってゆき、パトロール
路線状態を確認しながら手動でページをめくり、破損・不法投棄個所等を記入し、帰社後に破損個所
の修復を指示また、報告書等の作成を行っています。 

このようなアナログ手法における現状では下記の問題点が上げられます。 

 

●コピー用紙が痛む 

●雨天では用紙が濡れるて現場に出られない 

●更新時のコピー枚数が膨大になる 

●今いる位置の図面を探すのに時間がかかる 

●図面の種類が多く、現場に持って行く図面が大量になる 

●デジカメは利用しているが、どこで撮影したものか合わせるのが大変 

●帰社後の修復指示の際、図面から手作業で距離等を拾い出さなければならなく時間がかかる 

●補修個所などの集計が手作業になり、次年度の改修工事個所の特定がしにくい   

を取り巻く現状 
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現在のアナログ手法において、労働集約的な業務をデジタル化に置き換え、新たな業務を生み出す
必要があります。現場で使用するシステムになりますので複数台の設備が予想されますので、高価に
なりすぎると予算申請だけで時間を取られてしまいます。よって、システムとしては最小限の機能に抑
え、顧客ニーズに応じオプションアプリケーションとして提供する形式が望ましいといえます。 

Ｎａｖｉシステムとして下記内容の機能が求められています。 

 

    ●ペンコンピュータやPDA機器で十分な動作（ＣＰＵが遅くても表示速度を維持できる） 

    ●市販の地図でなく、ユーザーでスキャニングしたデータを利用できる 

    ●ハンディＧＰＳとの連動で現在位置を自動で表示する機能 

    ●現状の業務と違和感のない手書きのメモ登録機能 

    ●距離計測機能（単線及び折れ線） 

    ●ストレスのない基本動作機能（拡大・縮小・パン等） 

    ●ＧＰＳデジタルカメラ画像データの自動配置機能 

    ●画像の任意範囲クリップボード機能 

    ●頁（ファイル）検索機能 

  ●簡単なオペレーション 

に求められるもの 
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Microsoft ACCESS 

OLACL 

•Ｅ工程の境界現地確認 

•警察事故現場確認 

•環境アセスメントにかかわる植生調査 

•災害発生時状況確認及び危険個所通知 

•大手工場及び公共施設の施設管理 

•道路、河川等各種パトロール 

•電柱、標識等現況調査 

汎用データベースの活用 

市販の地図データ 

スキャニングのデータ 

ベクトルデータ 

用途に応じた空間基盤の活用 

ＲＴＫ 

ディファレンシャル 

ハンディＧＰＳ 

各種ＧＰＳ機器の活用 
あらゆる調査業務へ応用が広がります 

の世界 

•航空測量のデルミナ現地調査 
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・ＧＰＳ連動、自動頁切換 

・現在位置検出 

・GeoTIFF自動配列・表示機能 

・手書きメモ機能 

・任意ブックマーク配置 

・手動頁切換 

・計測機能（距離・面積） 

・画面の任意範囲bmpピクチャーコピー 

・TIFF斜図郭登録ツール 

のソフトウェア構成 

カスタマイズ受託 
・ラスター・ベクター重ね表示 

・汎用データベース連動 

・３Ｄ表示              ｅｔｃ 

GaiaWalkerの機能をベースに、業務内容に合わ
せアプリケーションの受託開発を行います 

スタンダード（標準） 
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ＧＰＳデジタルカメラ 

各種ペンコンピュータ 
ハンディーＧＰＳ 

性能   ＰｅｎｔｉｕｍＭ８００ＭＨｚ相当品 

ＲＡＭ  ２５６ＭＢ～５１２ＭＢ 

ＨＤＤ  ５ＧＢ～４０ＧＢ 

液晶   ＳＶＧＡ～ＸＶＧＡ 

ＧＰＳ携帯電話 

を取巻くハード群 

ＧＰＳ内臓ＰＤＡ機器 

現地調査を重点において、天候に左右されない、最低でも防滴仕様のハード群です．ペンコンピュータ
からPDA、デジカメ、携帯電話まで、GPSを利用した位置情報取得のためのハードです． 
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拡大・縮小ボタン 

図面（頁）移動コマンドボタン 

現在位置方向表示ボタン 

デジカメ画像ポップアップ機能 

の操作イメージ 
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手書きメモの保存機能 

の操作イメージ 

距離計測機能 

ブックマーク 
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ユーザーデータを活用 

一般的なナビゲーションシステムは、市販の地図データを使用します。用途によっては、複数の地図
データを導入しなければならなくなり、コストが嵩むケースが多々あります。また、GeoTiffはTiffの
ヘッダに位置情報を付加したものですが、ソフトウェアメーカーの付加情報の解釈によっては読込めな
い場合があり、GeoTiffを作成できるソフトウェアを所有していない場合は、コストが嵩みます。 

Aerosketch は、このような悩みを一挙に解決しました。ユーザーが保持している図面をTiffにさえ
できれば、ユーザーで一座標を与えてデータを構築できるようにしました。 

平面直角座標系(xy）、緯度経度どちら
での入力も可能です。 
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報告書の作成 

必要事項を入力しデジカメ画像や位置図をそのまま添付して、Microsoft Excelへの帳票出力が自
動で行えます。 

入力フォームはカスタマイズ（別途費用がかかります）ができますので、現在使用している報告書に沿っ
たフォームでの出力が可能です。フォームの配置変えはユーザーにて自由に行うことができますので、
報告書の内容によって作り変えることができます。 

帳票入力画面とExcel出力 
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自社システムのみの取込みソフトではなく、スタンドアローンシステムとして、他システムへデータを取
り込みやすくするためにデータベース化を図るユーティリティーです。 

ＧＩＳのアプリケーションは大部分がデータベースとの連動は持っているため、汎用のＡｃｃｅｓｓへＧＰＳデ
ジカメが保有するデータをバッチ処理的に全て取込むことができます。 

座標に関しては、デジカメ側では緯度・経度のデータのため、緯度・経度データと平面直角座標計算を
行い世界測地系に対応したｘ、ｙ、ｚ値をデータベースにコンバートします。 

カシオ計算機 

ＱＶ－4000ＧＸ 

ハンディーＧＰＳ 

ｅＴｒｅｘＬｅｇｅｎｄ日本語版 

ＩＤＡ 

ブランケットシステム 

のオプション 
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現行のペンコンピュータ、また、ＰＤＡの性能は画像処理を含めいまひとつ厳しいものがあります。かと
いってノートパソコンを現場で持ち歩くには実作業としては無理があります。 

現行のハード性能で、大容量のラスターデータを軽快に動作させるソフトウェア技術を駆使し低コスト
を実現させています。 

のシステム価格 

Ａｅｒｏｓｋｅｔｃｈパッケージ標準価格 

         ●￥１９４，４００－（消費税込）   １ライセンス  

       ●￥４７５，２００－（消費税込）   ３ライセンスパック 

       ●￥７１２，８００－（消費税込）   ５ライセンスパック 

 

Ａｅｒｏｓｋｅｔｃｈ保守サービス価格（１年間） 

         ●￥１７，２８０－（消費税込）   １ライセンス   

       ●￥３４，５６０－（消費税込）   ３ライセンスパック 

       ●￥５１，８４０－（消費税込）   ５ライセンスパック 

※システム構成により変更がかかる可能性があります． 
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推奨システムとしてのセット価格です。ソフトウェアはパッケージなのでお客様の用途に従って、各種組
み合わせが可能です。 

のシステム価格 

   Ａｅｒｏｓｋｅｔｃｈシステムセット価格 

         ●￥７３４，４００－（税込） 

 

Ａｅｒｏｓｋｅｔｃｈ-Gaiaシステム 

ペンコンピュータ（CF-19、RAM512MB増設） 

カーアダプタ  （CF-AAV1601AU）  

ハンディＧＰＳ（eTrexVista日本語版、PCｹｰﾌﾞﾙ付） 

オプション類（キャリングウェアⅤ） 

※システム構成により変更がかかる可能性があります． 

カーアダプタ 

キャリングウェアⅤ 

増設
RAM(512MB) コンピュータ 

CF-19DC1AXS 

PCケーブル eTrexVista 
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アナログ手法をデジタルに置き換えることにより、システムの販売に留まらず、下記付帯業務を生み
出し受注できる可能性があります。また、データの経年変化による更新作業も発生するため継続的な
取引の可能性を持っていると言えます。 

現段階で考えられる主業務及び付帯業務は下記内容の業務が発生すると思われます。 

 

主業務 

    ●Ｎａｖｉシステムの販売   

 

付帯業務 

    ●道路台帳などのスキャニング業務 

    ●スキャニング後の図面の接合 

    ●スキャニングデータに座標を付加する業務 

    ●データ更新作業 

    ●ＧＩＳとのデータ連動開発提案 

が生出す付帯業務 
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本書ご利用に関するお願い 
1. 本書およびこの記載内容はについては、第三者に開示、提供などされないよう願います。 
2. 本書の全部または一部を個人で使用する他は、著作権者である当社の承諾を得ずに複写、複製、転載することを禁じます。 
3. 本書の内容は2009年4月時点での構成であり、将来予告なしに変更することがあります。 
 Aerosketchは、弊社（㈱ピー・エス・トラスト）の登録商標です。 
 Windows XPは米国 Microsoft Corporation の登録商標です。 
 その他、本書に記載されている会社名・製品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。 

株式会社ピー・エス・トラスト 
Copyright(C) 2006 PS-TRUST Inc. 
All rights reserved. Printed in Japan. 
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